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１ 

 ① １×２＋３×４－５＋６－７ ＝ ２＋１２－５＋６－７ 

                 ＝ ８ 

 

 

 

 

 

 

 ② １５.２×０.６ ＝ ９.１２         １５２ 

                        ×  ０６ 

                          ９１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ ４８０÷０.２－１０２÷    ＝ ４８０÷    －１０２÷ 

 

 

                   ＝ ４８０×    －１０２× 

 

 

                   ＝ ２４００－３７４ 

 

                   ＝ ２０２６ 
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答え ９.１２ 

答え ２０２６ 
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２  

                 色のついた三角形を、赤線で囲
かこ

まれた三角形と 

黄線で囲まれた三角形に分けて考えます。 

                  このとき、２つの三角形に共通な辺の長さは、 

                    ５－３＝２ 

                  となり、２cm だとわかります。 

 

 

 

 

                   

                   次に、黄線で囲まれた三角形の面積を考えます。 

                  黄線で囲まれた三角形と青線で囲まれた三角形の 

                  面積を比べると、 

                   底辺が２cmで、高さが等しい 

                  ので、２つの三角形の面積は等しくなります。 

                   よって、色のついた部分の面積を求めるには、 

                  赤線で囲まれた三角形と青線で囲まれた三角形を 

                  合わせた三角形の面積を求めればよいことになり 

                  ます。 

                   

 

                   赤線で囲まれた三角形と青線で囲まれた三角形 

                  を合わせた三角形の面積は、 

                   底辺が６cmで、高さが２cm 

と考えることができるので、 

  ６×２÷２＝６ 

                  となります。 

                   

したがって、色のついた三角形の面積は６cm２と 

なります。 

 

 

 

 

答え   ６cm２ 

 

６cm 

３cm 

５cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６cm 

３cm 

５cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６cm 

３cm 

５cm 
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１  

まず、本米
ほんまい

１石
こく

につき納
おさ

める年貢
ね ん ぐ

を求めます。 

  年貢は、本米、口
くち

米
まい

、夫
ふ

米
まい

の合計なので、 

本米１石（１００升
しょう

） ＋ 口米２升 ＋ 夫米３升 ＝ １０５升 

１石は１００升なので、 

１０５升 ÷ １００ ＝ １.０５石 

つまり、本米１石につき、１.０５石の年貢を納めることになります。 

よって、あおば村が納めた年貢は、本米が２６０石なので、 

２６０石 × １.０５ = ２７３石 となります。 

 

 

 

 

２  

まず、本米が何石だったかを求めます。 

１と同じように、本米１石（１００升）につき、納める年貢は１.０５石です。 

  よって、 

２１０石 ÷ １．０５石 ＝ ２００石 

となり、本米が２００石とわかります。 

この本米（２００石）が全体の収 穫 量
しゅうかくりょう

の４０％にあたります。 

つまり、 

（全体の収穫量）× ０.４ ＝ ２００石 

となるので、全体の収穫量は、 

２００ ÷ ０.４ = ５００石 となります。 

 

 

解説２ 

答え ２７３石  

答え ５００石  
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１ 

【手順１】Ｂ班とＥ班の「平均との差」を整理する  

全体の平均を基準として考えます。 

・Ｅ班は、平均より４０個多い。 

・Ｂ班は、Ｅ班より２０個少ないので、平均より２０個（４０－２０＝２０）多い。 

よって、Ｅ班とＢ班が回収した個数を合わせると、全体の平均２つ分よりも６０個 

（４０＋２０＝６０）多く回収していることがわかります。 

 

【手順２】全体の平均を導き出す  

５つの班を「平均（みんな同じ数）」という平らな状態にするには、Ｅ班とＢ班で平均 

より「多く回収した６０個」を、残りのＡ、Ｃ、Ｄ班の「足りない部分」に埋めてあげる 

必要があります。 

つまり、Ａ、Ｃ、Ｄの３つの班で回収した個数（４３５個）は、全体の平均３つ分より 

も「６０個足りない（少ない）」ということがわかります。 

まずは、わかっているＡ、Ｃ、Ｄ班の合計を出します。 

・１３８＋１４５＋１５２＝４３５個 

この４３５個という数は、全体の平均３つ分よりも「６０個少ない」状態です。  

ここから全体の平均を逆算します。 

・全体の平均３つ分の数 ４３５＋６０＝４９５個 

・全体の平均      ４９５÷ ３＝１６５個 

 

【手順３】それぞれの答えを出す  

全体の平均が１６５個とわかったので、 

・Ｂ班の個数  全体の平均より２０個多いので、１６５＋２０＝１８５個 

 

 

 

 

２ 

  全体の平均から、合計の個数を求めます。 

・合計の個数  全体の平均が１６５個なので、１６５×５班 ＝８２５個 

よって、合計が８２５個なので、目標の８００個を達成できたことがわかります。 

 

 

 

 

答え １８５個 

解説３ 

答え 合計８２５個  目標を達成できた 
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≪別解≫全体の平均を□とおく方法 

１ 

全体の平均を□個とすると、全体の合計は□×５と表せます。 

 

各班の個数を全て足すと全体の合計になるので、以下のような関係の式を立てること 

ができます。 

・１３８＋（□＋２０）＋１４５＋１５２＋（□＋４０）＝□×５ 

 

左辺（各班の合計）を整理します。 

・（１３８＋２０＋１４５＋１５２＋４０）＋□×２＝□×５ 

   

４９５＋□×２＝□×５ 

 

「□×５」というのは、「□×２」と「□×３」を合わせたものです。 

この式は「４９５に、□×２を合わせたら、□×５になる」ということを表しています。 

 

 

ということは、この「４９５」の正体は、残りの「□×３」のことだとわかります。 

だから、□×５と□×２の差である「□×３」が、そのまま「４９５」にあたります。 

・□×３＝４９５ 

・□＝４９５÷３＝１６５  

よって、全体の平均は１６５個とわかります。 

したがって、Ｂ班が回収した個数は、全体の平均１６５に２０を足して１８５個とな 

ります。 

 

２ 

ペットボトルキャップの個数の合計は、全体の平均１６５が５つ分なので、 

１６５×５＝８２５個 となります。 

よって、目標の８００個を達成できたことがわかります。 
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１ 

最初の状態
じょうたい

の頂点
ちょうてん

Ｐは、正三角形が右に１回（１２０°）回転したときに、初めて

正六角形の頂点Ｂに重なります。 

このときの点Ｐの動いた跡
あと

（緑線）は、半

径１.５cmの円の一部分（おうぎ形）の曲線

の部分になります。この円の一部分（おうぎ

形）は、中心の角が１２０°なので、点Ｐの

動いた跡（緑線）の長さは、半径１.５cmの

円の円周
えんしゅう

の長さの、 

     つまり   にあたります。 

 

【計算式】 ２×１.５×３.１４÷３＝３.１４  

 

 

２ 

 正三角形が正六角形の周囲
しゅうい

を１周するには、辺の長さの比
ひ

（３㎝÷１.５㎝＝２）か

ら、１辺につき２回の転がり（直線上の転がり１回、角をまたぐ転がり１回）が必要で

す。つまり、６辺×２回＝計１２回の転がりで元の位置にもどります。 

 

【１２回の移動の内訳とＰの移動】 

 この１２回の転がりにおける頂点Ｐの動きは、

次の「３つの状態」のサイクルとしてパターン化で

きます。 

・状態①「浮いている」：頂点Ｐが六角形に接して 

いない状態。次の回転で曲線を描く。 

・状態❷「前のめり」：頂点Ｐが進行方向の先頭と

して辺に接している状態。次の回転では、頂点Ｐ

自身が回転の軸となるため動かない（０㎝）。 

 ・状態③「後ろ残し」：頂点Ｐが進行方向の後方と

して辺に接している状態。次の回転で再び浮き

上がる。 

 

解説４ 

答え ３.１４㎝ 

１２０° 

３６０° 

１ 

３ 

１２０° 

最初 １回 

２回 

３回 

５回 

６回 

４回 



算数チャレンジ大会２０２６本選 

六角形の半周（３辺分、６回の回転）で、頂点Ｐは次の動きをします。 

 １ 直線の移動（①→❷）：中心の角が 120°のおうぎ形の曲線（円周の  ） 

 ２ 角の移動 （❷→③）：中心の角０°（動かない。） 

 ３ 直線の移動（③→①）：中心の角が 120°のおうぎ形の曲線（円周の  ） 

 ４ 角の移動 （①→❷）：半円（中心の角が 180°のおうぎ形）の曲線（円周の  ） 

 ５ 直線の移動（❷→③）：中心の角０°（動かない。） 

 ６ 角の移動 （③→①）：半円（中心の角が 180°のおうぎ形）の曲線（円周の  ） 

 

 つまり、半周（６回）のうちに、「中心の角が１２０°のおうぎ形の曲線が２回」「半

円（中心の角が１８０°）の曲線が２回」「動かないのが２回」というセットができま

す。１周（１２回）となると、このセットの２倍と考えます。 

・半径１.５cm、中心の角が１２０°のおうぎ形の曲線×４回分 

 ・半径１.５cm、半円（中心の角が１８０°）の曲線×４回分 

  

【計算式】 

  ２×１.５×３.１４÷３×４＝１２.５６ 

  ２×１.５×３.１４÷２×４＝１８.８４ 

  １２.５６＋１８.８４＝３１.４  

 

答え ３１.４㎝ 

１ 

３ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

３ 
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１ 

あぶくまさんはなるせさんとすれちがって 

 から、１０分後にきたかみさんとすれちがう 

ので（図１）、その１０分間に進んだ道のりは、 

あぶくまさん…１００×１０＝１０００（ｍ）  

きたかみさん… ６０×１０＝ ６００（ｍ） 

よって、 

１０００＋６００＝１６００（ｍ） 

すなわち、１.６㎞となります。 

   

 

 

 

 

２ 

あぶくまさんとなるせさんがすれちがった 

のは、なるせさんときたかみさんの進む道のり 

の差が１６００ｍになるとき、つまり（図２） 

のときだと考えられます。 

なるせさんは分速８０ｍ、きたかみさんは 

分速６０ｍで進むので、なるせさんときたかみ 

さんは、１分間に２０ｍだけ、はなれていくこ 

とになります。 

１６００÷２０＝８０ 

よって、あぶくまさんとなるせさんがすれち 

がったのは、出発してから８０分後だったこと 

がわかります。 

 

  つまり、あぶくまさんとなるせさんが８０分歩いた道のり合計が、あやめ池のまわり

の長さになります。したがって、 

  １００×８０＋８０×８０＝８０００＋６４００＝１４４００（ｍ） 

すなわち、１４.４kmになります。 

答え １.６ km 

答え １４.４ km 

 

解説５ 

図１ 

 

 

                          

 

   

 

 

 

 

               

あぶくま 

なるせ 

きたかみ 

図２ 

 

 

                          

 

   

 

 

 

   1600m 

あぶくま 

なるせ 

きたかみ 
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学年１人あたりが１分間で作ることができるクリアファイルのセット数は 

   ４年生 １２÷１０＝１．２セット 

  ５年生 １８÷１０＝１．８セット 

  ６年生 ２４÷１０＝２．４セット 

です。 

 

作業が終わった（５４００セットすべてが完成した）時刻
じ こ く

からさかのぼって考えま

す。 

  午後４時１０分から午後４時４５分までの３５分間で、５年生６人と６年生１０人

が完成させたセット数は、 

   ５年生 １．８× ６×３５＝３７８セット 

   ６年生 ２．４×１０×３５＝８４０セット 

なので、合わせて ３７８＋８４０＝１２１８セット です。 

 

  午後３時２７分から午後４時１０分までの４３分間で、５年生１０人と６年生１０

人が完成させたセット数は、 

   ５年生 １．８×１０×４３＝７７４セット 

   ６年生 ２．４×１０×４３＝１０３２セット 

なので、合わせて ７７４＋１０３２＝１８０６セット です。 

 

  したがって、「セット作り」を始めた時刻から午後３時２７分までに、３０人全員

で完成させたセット数は 

   ５４００－（１２１８＋１８０６）＝２３７６セット です。 

  

３０人全員で１分間に、 

（１.２＋１.８＋２.４）×１０＝５４セット  

作ることができるので、３０人全員で２３７６セット完成させるのにかかった時間は、 

   ２３７６÷５４＝４４分間 

です。 

  したがって「セット作り」を始めた時刻は、午後３時２７分の４４分前である午後

２時４３分です。 

 

 

 

 

解説６ 

答え 午後２時４３分 
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図のように、㋐の直角三角形を移動し、２つの頂点をむすぶと、台形になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤の線の長さと青の線の長さをたすと、その長さは１２㎝なので、この台形について 

  上底の長さと下底の長さをたした長さは１２㎝ 

  高さは１２㎝ 

であることがわかります。 

 また、２つの角●と■をたすと、その大きさは１８０°－９０°＝９０°なので、㋑

の三角形は、底辺が１０㎝、高さが１０㎝の直角三角形であることがわかります。 

 台形の面積から、㋑の直角三角形の面積をひくと 

  １２×１２÷２－１０×１０÷２＝１４４÷２－１００÷２ 

                 ＝７２－５０ 

                 ＝２２㎝２ 

したがって、㋐の直角三角形の面積は 

  ２２÷２＝１１㎝２ 

となります。 

 

 

 

 

 

 

解説７ 

答え １１cm２ 

㋐ 

㋐ 

１２㎝ 

たすと 
１２㎝ 

１２㎝ 

１0 ㎝ 

１0 ㎝ 

１0 ㎝ 

㋑ 
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１ 解答例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 解答例 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説８ 

畳① 畳②

畳③

畳④

畳⑤

畳⑥

畳⑦ 畳⑧

柱

柱

柱

①

②

③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩

⑪

柱

柱

柱

① ② ③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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１ 

  まず、カードの番号が「偶数
ぐうすう

」のとき、５０円の割引券
わりびきけん

をもらえる人を数えます。 

１から１０００までの数の中に、偶数は 

  ２×１、２×２、２×３、…、２×５００ 

の５００個あるので、５０円の割引券をもらえるお客さんは５００人です。 

  次に、カードの番号が「奇数
き す う

の９の倍数」のとき、１００円の割引券をもらえる人

を数えます。１から１０００までの数の中に、９の倍数は 

   ９×１、９×２、９×３、９×４、…、９×１０９、９×１１０、９×１１１ 

の１１１個あります。これらを小さい順に、「奇数と偶数」をセットにして考えま

す。すると 

 

 

９×１、９×２ 、９×３、９×４ 、…、９×１０９、９×１１０ 、９×１１１ 

 

 

となりますので、「奇数の９の倍数」は５５組の中にある５５個と、余った１個を合

わせて５６個あります。つまり、１００円の割引券をもらえるお客さんは５６人で

す。 

 

 

 

２ 

カードの番号が「奇数で、１５の倍数だけど９の倍数でない」とき、１０００円の

割引券をもらえる人を数えます。１から１０００までの数の中に、１５の倍数は 

 １５×１、１５×２、１５×３、１５×４、…、１５×６６ 

の６６個あります。そのうち奇数は半分の３３個です。 

この３３個の中には、１５×３＝４５のような９の倍数がふくまれていますので、

これらを取り除きます。１から１０００までの数の中に、１５の倍数でも９の倍数で

ある（１５と９の公倍数）４５の倍数は 

 ４５×１、４５×２、４５×３、…、４５×２２ 

の２２個あります。そのうち奇数は半分の１１個です。 

 したがって、１０００円の割引券をもらえる人は ３３－１１＝２２人 です。 

 

解説９ 

答え ５６人 

１組目 ２組目 １１０÷２＝５５組目 

１個目 ２個目 ５５個目 ５６個目 



算数チャレンジ大会２０２６本選 解説 

 

これまでの条件にあてはまらなかった残りのすべての人は、１０円の割引券がもら

えます。その人数は 

 １０００－（５００＋５６＋２２）＝４２２人 

です。 

これらすべての割引券の合計金額は 

   ５０×５００＋１００×５６＋１０００×２２＋１０×４２２ 

  ＝２５０００＋５６００＋２２０００＋４２２０ 

  ＝５６８２０円 

なので、「割引券発行マシーン」が発行する割引券は、全部で５６８２０円分です。 

 

 

答え ５６８２０円 


